
皆さんは「バインミー」という料理をご存知でしょうか？簡単にい
うと、バインミーは、ハム、焼肉、野菜などをサクサクなフランスパ
ンで挟んだベトナムのサンドイッチのこと。ベトナムでは屋台で気
軽に買うことができるおなじみのファストフードです。

ベトナム料理といえば、パクチーやバジルなどの香草や、独特の調
味料を使った料理が特徴です。馴染みのない日本人には、独特な味
つけで苦手意識を持つ人も少なくありません。そこで、フーさんは
本場の食材を使いながらも、日本人の口にも合うように食べやすい
味にアレンジしています。平日の昼間は近隣のビジネスマンが購入
していくことも多いため、パテに入れるニンニクの量を減らしつつ
風味を保つ工夫をしたり、苦手な人のためにパクチーやチリソース
を入れるかどうか事前に確認したりと、細やかな配慮をされていま
す。
その一方で、バインミーの肝とも言えるサクサク食感が特長のフラ
ンスパンは、地元ではどうしても納得のいくものが手に入らず、わ
ざわざ広島県にあるベトナムのパン屋さんから仕入れるというこ
だわりぶり。

みんなが楽しく集える場所に
フーさんは「ベトナムのバインミーの味を今治の人にもっと広めた
い」という熱い思いをもって活動をしています。確かに、本場のレシ
ピでバインミーを提供しているお店は今治にあまりありません。
　平日は日本人のお客さんが多いそうですが、土日になるとベトナ
ム出身の技能実習生やエンジニアたちが食べに来てくれるそうで
す。今治の企業にも多くのベトナム人が働いているので、皆さん懐
かしい故郷の味に喜んでいることでしょうね。

最後に、フーさんにこれからの今治がどんな町になってほしいか尋
ねてみました。「今治がもっと国際的な町になって、みんなが外国人
と楽しく交流できるようになったら嬉しいです。」（フーさん）　誰
もが気軽に通えて、楽しく過ごせる場所、人と人、人と地域を繋げる
場をつくること。フーさんの願いは、「食」を通じて大きな輪を広げ
ていきます。
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i’m into Imabari!
今治にハマった皆さんに、今治の魅力や活動についてインタビュー

今治市常盤町にベトナムのサンドイッチ、バインミーのお
店がオープンしています。今治簡易裁判所の向かい、黄色と
赤の看板が目印です。お店を営むのは、ベトナム出身のフー
さん。今治が大好きというフーさんのお店におじゃましま
した。
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Beto labo（ベトラボ）

レ・フウ・フーさん

日 本 と ベ ト ナ ム の 架 け 橋 に

日本への関心
「子供の頃からドラえもんやドラゴンボールなどの日本のアニメが
好きで、日本は身近な存在でした。」流暢な日本語で話すフーさん
は、来日５年目。ホーチミンの大学を卒業後、今治明徳短期大学に留
学しました。ベトナムには多くの日本企業が進出し、多くの人々が
これらの企業で働いています。日本人街もあることから、自分もい
つか日本に行ってみたいと興味を持っていたそうです。

今治明徳短期大学で学んだのち、外国人技能実習生などの受け入れ
をサポートする組合に就職し、約1年間今治市内で、その後約2年半
は県外で働いたフーさん。そこでの任務は、日本と母国との文化や
習慣などの違いからストレスやトラブルを生まないよう、企業と実
習生の間をつなぐこと。やりがいのある仕事でしたが、次第に、別の
側面からベトナムと日本をつなぐ手伝いができないかと思い始め、
飲食店を開業する夢を抱くようになったそうです。どこでお店をや
ろうか？と考え、その候補地として真っ先に思いついたのが、今治
だったそう。来日して最初に住んだ今治が、フーさんにとって原点
であり、大好きな町で新しいチャレンジをしたいと思ったそうです。

バインミーのお店をオープン
数年ぶりに再び今治に戻ってきたフーさんは、ベトナム人の友人と
協力して2023年9月10日に「Beto Labo(ベトラボ)」をオープン
させます。店内は、4つのテーブル席を配置した8席ほどのコンパク
トな空間。壁一面の棚にはベトナムの食材や調味料、ジュースなど
がずらりと並びます。みんなが居心地よく過ごせる場所をつくりた
い、という想いから新たな一歩を踏み出したフーさん。キッチン
カーも手に入れ、現在は実店舗と移動販売の両方で、バインミーと
ドリンク、ベトナム食材などを販売しています。
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黄色い看板が目印

店内にはベトナムの食材や
飲み物などが並ぶ

キッチンカーで
出来立ての
バインミーを提供

ひときわ目立つ
黄色いキッチンカー
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パテやソースもできるだけ
手作りにこだわっている

フーさん

お店で一番人気のスペシャルバインミー

あなたの i’m intoをおしえてください

「今治の魅力はどんなところ？」という質問に対して「空気がい
い！」と答えてくれたフーさん。一度今治を離れてみて、その良さを
実感したそうです。他の地域と比較しても、今治は空気が澄んでい
て、いつも心地よく過ごせるそうです。
「I'm into 今治の空気」フーさんは今治の空気が大好きです！

●フーさんが運営するお店

　Beto labo(ベトラボ)
　今治市常盤町4-4-30-1F
　TEL 0898-35-5129
　営業時間 10時～20時　定休日 水曜日


